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1. 2021年3月期第2四半期の連結業績（2020年4月1日～2020年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2021年3月期第2四半期 4,904 △19.0 523 △41.8 654 △27.7 453 △28.2

2020年3月期第2四半期 6,053 2.9 898 18.6 905 △5.8 631 △12.8

（注）包括利益 2021年3月期第2四半期　　1,126百万円 （662.5％） 2020年3月期第2四半期　　147百万円 （△77.0％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2021年3月期第2四半期 97.94 ―

2020年3月期第2四半期 136.50 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2021年3月期第2四半期 29,345 26,667 90.9

2020年3月期 28,312 25,897 91.5

（参考）自己資本 2021年3月期第2四半期 26,667百万円 2020年3月期 25,897百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2020年3月期 ― 0.00 ― 77.00 77.00

2021年3月期 ― 0.00

2021年3月期（予想） ― ― ―

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　　　なお、2021年3月期期末及び年間配当予想額については未定です。

3. 2021年3月期の連結業績予想（2020年4月1日～2021年3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 10,200 △15.5 1,100 △32.7 1,250 △27.9 850 △26.9 183.68

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2021年3月期2Q 5,573,817 株 2020年3月期 5,573,817 株

② 期末自己株式数 2021年3月期2Q 946,285 株 2020年3月期 946,285 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2021年3月期2Q 4,627,532 株 2020年3月期2Q 4,627,569 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報 （２）連結業績予想などの将来予測情報

に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における世界経済は、新型コロナウイルス感染拡大により極めて厳しい状況となりま

したが、欧米では段階的に経済活動が再開し、緩やかな回復の兆しが見られます。しかしながら、感染再拡大の懸

念は根強く、景気の先行きは依然不透明な状況が続いております。中国では一部業種で回復の傾向が見られるもの

の、米国との貿易摩擦の影響もあり、回復速度は緩やかなものとなっております。

わが国経済も、緊急事態宣言解除以降、徐々に経済活動が再開しており、個人消費等に持ち直しの動きは見えま

すが、業種・業態により回復時期や規模に差があり、依然厳しい状況が続いております。

当社グループにおきましては、国内外経済の低迷により非常に厳しい事業環境となっておりますが、新型コロナ

ウイルス感染拡大防止を優先しつつ、製品の供給と営業活動の継続に努めてまいりました。また、新製品開発を促

進し、受注・売上の確保等に取り組んでまいりましたが、当第２四半期連結累計期間における売上高は4,904百万円

（前年同四半期比19.0％減）となりました。利益面では、受注減少に伴う生産調整の実施等により、営業利益は523

百万円（前年同四半期比41.8％減）、経常利益は654百万円（前年同四半期比27.7％減）、親会社株主に帰属する四

半期純利益は453百万円（前年同四半期比28.2％減）となりました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

なお、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントとして記載する事業セグメントを変更しており、当第２四

半期連結累計期間の比較・分析は、変更後の区分に基づいております。

① 日本

新型コロナウイルス感染症の影響により自動車・建設業界等が減産したため、全般的に販売が振るわず、売上

高は3,892百万円（前年同四半期比24.7％減）、セグメント利益（営業利益）は生産調整の実施等もあり23百万円

（前年同四半期比94.6％減）となりました。

② 中国

金属用・住宅資材用チップソーともに販売が減少したことにより、売上高は1,810百万円（前年同四半期比14.7

％減）、セグメント利益（営業利益）は394百万円（前年同四半期比13.3％減）となりました。

③ アジア

金属用チップソーの販売が減少したことにより、売上高は538百万円（前年同四半期比19.6％減）、セグメント

利益（営業利益）は31百万円（前年同四半期比40.2％減）となりました。

④ アメリカ

住宅資材用チップソーの販売は堅調に推移したものの、金属用チップソーの販売が減少したことにより、売上

高は791百万円（前年同四半期比12.1％減）、セグメント利益（営業利益）は価格競争の激化等もあり63百万円

（前年同四半期比37.6％減）となりました。

⑤ ヨーロッパ

金属用チップソーの販売が減少したことにより、売上高は253百万円（前年同四半期比24.9％減）、利益面で

は、為替の影響もあり、セグメント利益（営業利益）は10百万円（前年同四半期比61.4％減）となりました。

（２）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2021年3月期の連結業績予想につきましては、新型コロナウイルス感染拡大による業績への影響の合理的算定が困

難であったため未定としておりましたが、現時点で入手可能な情報や当社予測に基づき算定した業績予想を公表い

たします。

国内外で新型コロナウイルス感染拡大により停滞していた経済活動が徐々に再開し、当社グループの金属用チッ

プソーの主力販売先である自動車業界にも回復傾向が見られるため、今後の受注増加が見込まれています。一方、

当社グループでも、コスト削減、生産効率の向上等に鋭意取り組んでおりますが、減収による影響を補うことは難

しく、当期の業績は前期を大きく下回る見込みです。

本格的な回復時期は依然不透明であり、今後の感染症の状況、それに伴う経済活動の動向等により、当社グルー

プの業績は大きく変動する可能性があります。今回の予想について修正が必要となる場合は、速やかに開示いたし

ます。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,076,881 5,652,416

受取手形及び売掛金 2,695,403 2,178,337

有価証券 1,700,146 1,599,990

商品及び製品 2,397,385 2,360,606

仕掛品 579,129 588,579

原材料及び貯蔵品 1,286,127 1,364,430

その他 334,355 325,852

貸倒引当金 △6,834 △2,429

流動資産合計 14,062,594 14,067,783

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,865,412 1,891,326

機械装置及び運搬具（純額） 3,753,399 3,521,933

土地 2,484,763 2,480,723

その他（純額） 163,710 168,103

有形固定資産合計 8,267,286 8,062,087

無形固定資産 144,013 120,955

投資その他の資産

投資有価証券 5,333,633 6,613,397

その他 518,521 495,368

貸倒引当金 △13,889 △13,888

投資その他の資産合計 5,838,266 7,094,877

固定資産合計 14,249,565 15,277,920

資産合計 28,312,159 29,345,704
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 520,557 438,971

未払法人税等 151,340 94,691

賞与引当金 178,727 214,655

その他 624,185 559,844

流動負債合計 1,474,811 1,308,162

固定負債

繰延税金負債 828,882 1,264,984

退職給付に係る負債 94,520 88,876

その他 16,614 16,119

固定負債合計 940,017 1,369,980

負債合計 2,414,829 2,678,142

純資産の部

株主資本

資本金 581,335 581,335

資本剰余金 552,747 552,747

利益剰余金 25,081,429 25,178,339

自己株式 △1,980,955 △1,980,955

株主資本合計 24,234,555 24,331,465

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,067,801 1,947,567

為替換算調整勘定 629,982 417,046

退職給付に係る調整累計額 △35,009 △28,518

その他の包括利益累計額合計 1,662,775 2,336,095

純資産合計 25,897,330 26,667,561

負債純資産合計 28,312,159 29,345,704
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

売上高 6,053,687 4,904,813

売上原価 3,805,918 3,209,157

売上総利益 2,247,769 1,695,655

販売費及び一般管理費 1,348,853 1,172,257

営業利益 898,915 523,398

営業外収益

受取利息 8,742 11,409

受取配当金 70,744 70,270

為替差益 ― 16,301

助成金収入 36 47,536

その他 19,083 21,423

営業外収益合計 98,606 166,942

営業外費用

支払利息 378 196

為替差損 91,916 ―

休業費用 ― 33,557

その他 52 2,293

営業外費用合計 92,348 36,047

経常利益 905,174 654,293

特別利益

固定資産売却益 1,204 285

投資有価証券売却益 26,146 ―

特別利益合計 27,350 285

特別損失

固定資産除却損 419 3,453

有価証券償還損 4,016 ―

特別損失合計 4,435 3,453

税金等調整前四半期純利益 928,089 651,125

法人税、住民税及び事業税 297,708 143,857

法人税等調整額 △1,282 54,038

法人税等合計 296,426 197,895

四半期純利益 631,662 453,229

非支配株主に帰属する四半期純利益 ― ―

親会社株主に帰属する四半期純利益 631,662 453,229
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

四半期純利益 631,662 453,229

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △310,973 879,766

為替換算調整勘定 △166,328 △212,935

退職給付に係る調整額 △6,611 6,490

その他の包括利益合計 △483,914 673,320

四半期包括利益 147,748 1,126,550

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 147,748 1,126,550

非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損
益計算書計上
額(注)２日本 中国 アジア アメリカ ヨーロッパ 計

売上高

外部顧客への売上高 3,993,693 564,386 261,252 896,882 337,472 6,053,687 ― 6,053,687

セグメント間の内部
　売上高又は振替高

1,178,470 1,558,734 408,706 3,012 ― 3,148,925 △3,148,925 ―

計 5,172,164 2,123,120 669,959 899,895 337,472 9,202,612 △3,148,925 6,053,687

セグメント利益 425,928 455,133 52,318 102,186 27,155 1,062,722 △163,806 898,915

(注) １ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損
益計算書計上
額(注)２日本 中国 アジア アメリカ ヨーロッパ 計

売上高

外部顧客への売上高 3,190,204 512,580 163,824 786,239 251,965 4,904,813 ― 4,904,813

セグメント間の内部
　売上高又は振替高

702,255 1,297,918 374,563 5,173 1,443 2,381,356 △2,381,356 ―

計 3,892,460 1,810,499 538,388 791,412 253,409 7,286,169 △2,381,356 4,904,813

セグメント利益 23,127 394,536 31,311 63,769 10,491 523,236 162 523,398

(注) １ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

第１四半期連結会計期間より、事業の拡大に伴い、新たな体制による経営管理を充実させる観点から当社グルー

プの経営管理手法を見直しております。その結果、報告セグメントを従来の「アジア」から、「中国」、「アジ

ア」の２区分に変更しております。
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